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〇有効求人倍率の状況

・有効求人倍率（季節調整値）   １．０３倍　前月より0.01ポイント増加

・全国では40番目。九州では、佐賀県、熊本県、宮崎県、大分県、福岡県、長崎県に次ぎ７番目。

・〔全国〕　有効求人倍率（季節調整値） 　１．１９倍　　前月より0.01ポイント増加

・有効求人数（季節調整値） ３５，５９１人　前月より0.4％増加（５か月連続の増加）

・有効求職者数（季節調整値） ３４，６０１人　前月より0.8％減少（３か月ぶりの減少）

・就業地別有効求人倍率（季節調整値）１．０９倍　　　前月と同水準

　※公表値としては、集計開始以降、継続的に「受理地別」（求人を受理したハローワークの所在地で求人数を集計）を使用。

　　「就業地別」は、求人票に記載された就業場所をもとに、実際に就業する就業地で求人数を集計し、算出したもの。

〇新規求人・求職の状況

・新規求人倍率（季節調整値） 　　１．８４倍　前月より0.02ポイント増加（２か月ぶりの増加）

・新規求人数（原数値） １１，２０７人　前年同月より2.5％減少（９か月連続の減少）

主要産業の新規求人数（前年同月比）
　増加した業種・・・建設業（0.5％増）、製造業（4.2％増）、運輸業、郵便業（11.8％増）

　　　　　　　　宿泊業、飲食サービス業（36.3％増）、サービス業（他に分類されないもの）（12.6％増）

　減少した業種・・・卸売業、小売業（17.4％減）、医療、福祉（7.1％減）

・新規求職申込件数（原数値）　６，３６４人　前年同月より2.2％減少（４か月ぶりの減少）

　 

～有効求人倍率は、１．０３倍で、前月を０．０１P上回った～

鹿 児 島 労 働 局 発 表

令和８年１０月３０日（金）

鹿児島の雇用失業情勢（令和８年９月分）の概要について

求人が減少している中で、求職は横ばいである。物価上昇・中東情勢等が雇用に与える影響
について、引き続き注視が必要。
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